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【概要・目標】 

社会の変化に伴い多様化する人々のニーズを捉え、生活の質向上に向けた在宅ケアのあり方を

探求する。地域ケアの概念や基本理念、特性、ケアシステムや諸法制度、質保証等について学び、

在宅ケアのあり方を発展的に考察する。 

 

１．在宅ケアの概念や基本理念、地域包括ケアシステムと社会的背景について理解する。 

２．在宅ケアに関連する保健医療福祉の諸制度と地域包括ケアシステムにおける看護の役割・ 

機能を理解する。 

３．在宅看護の特性から質保証のための支援のあり方を学び、発展的に考察する。 

 

【授業内容・スケジュール】 

１～２．  在宅ケアの概念 （中野・谷野） 

在宅看護の変遷とニーズ、課題（中野・谷野） 

３～４．  地域包括ケアシステムと関連機関・関連職種との連携、看護の役割・機能（中野） 

５．    地域包括ケアシステムと諸制度、社会資源（中野） 

６～７．   在宅看護の特性（中野） 

８．    在宅ケアを展開するための基本理念、倫理（中野） 

９．    在宅ケアに関連する理論（中野） 

１０～１２．在宅ケアにおける質保証（中野） 

１３～１４．地域包括ケアシステムにおけるケアマネジメント（中野） 

１５．    在宅ケアにおける展望と課題、まとめ（中野・谷野） 

※第４～１４回は、プレゼンテーション、ディスカッション等学生主体の講義とする。 

【評価】 

参加態度（10％）、プレゼンテーション（70％）、課題レポート（20％）等により総合的に評価

する。 

【テキスト】 

指定なし 

【推薦参考図書】 

講義の中で必要時紹介する。 

 

【その他】 

   

 


